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報告

栗原 純
（非文字資料研究センター研究協力者）

　2017年３月４日（土）の午後、神奈川大学において、
非文字資料研究センターと台湾大学との共同シンポジ
ウム「歴史研究と非文字資料研究の対話⑵―日本と台湾
を事例に」が開催された。⑵とあるように、今回のシン
ポジウムは、2015年 12月、台北の台湾大学において
開催された「交錯的凝視與視線：非文字資料中的臺灣與
帝国日本　国際研討会」（「帝国日本と台湾の眼差し―非
文字資料の利用　国際シンポジウム」）の成果を受けた
第２回目のシンポジウムである。
　近年、歴史研究の分野においても図像・映像、あるい
は音声、建造物などを対象とする研究が盛んになってき
ているが、神奈川大学非文字資料研究センターはそのよ

うな研究動向に対して積極的な役割を果たしてきた。他
方、台湾においては、87年に戒厳令が解除され、90年
代以降、台湾史に関する関心の高まりとともに、93年
には国立中央研究院に台湾史研究所（準備処）が新設さ
れ、97年、はじめて公立中学の教育に台湾の歴史・社会・
地理の授業が取りいれられた。また、多くの大学や大学
院においても台湾史に関する講義科目が設けられるよ
うになった。

全体の様子

日　　時：2017 年 3月 4日（土）13：00～ 18：00
会 場：神奈川大学横浜キャンパス　17号館 215会議室
開会挨拶：内田青蔵（非文字資料研究センター長）
総合司会：  孫安石（非文字資料研究センター研究員）
【第１部】：⑴ 熊谷謙介（非文字資料研究センター研究員）
 　「写真のポスト・トゥルース性―非文字資料としてのパリ・コミューン表象」
 ⑵ 内田青蔵（非文字資料研究センター長）
 　「非文字資料としての地図の利用̶別荘地軽井沢開発史研究を中心として―」
 ⑶ 大里浩秋（非文字資料研究センター客員研究員）
 　「租界史研究における非文字資料利用の意味」
【第２部】：⑷ 山内文登（台湾大学、音楽学研究所）
 　「方法としての音―そのアーカイブ化をめぐる〈近代知〉への断想」
 ⑸ 黄蘭翔（台湾大学、藝術史研究所）
 　「日本植民地支配下における仏教建築様式の 2～ 3事例」
 ⑹ 童元昭（台湾大学、人類学部）
 　「大学博物館所蔵の脱植民地化の可能性―台湾大学人類学博物館を事例に」
【第３部】：討論　佐野賢治（非文字資料研究センター研究員）
 　　　栗原純（非文字資料研究センター研究協力者）
 　　　小熊誠（非文字資料研究センター研究員）

「歴史研究と非文字資料研究の対話⑵―日本と台湾を事例に」
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　また、各地に郷土史の資料館なども開設されるなかで、
2011年には台南に国立台湾歴史博物館がオープンした
ことは画期的なことであった。同館では、「渡海」して
きた多元的なエスニックグループの「融合」を掲げて、
様々な職業の等身大の人物模型を200体も作成して、
ナショナルヒストリーを視覚的に展示している。
　文献史料に関していえば、台湾総督府・専売局などの
公文書を所蔵する国史館台湾文献館は、それらの史料を
デジタル化し、インターネットで閲覧できるようにして
いる。また、台湾史研究所や台湾歴史博物館では、絵葉
書・ポスター・映像、生活雑器などの非文字資料の収集
にも尽力してきた。
　今回のシンポジウムでは、神奈川大学から３名、台湾
大学から３名の報告があり、その内容は多岐にわたるも
のであった。
　神奈川大学の熊谷謙介氏は、『18世紀ヨーロッパ生活
絵引』の編集を担当した表象の専門家であるが、このた
びは、「写真のポスト・トゥルース性―非文字資料とし
てのパリ・コミューン表象」と題して報告された。報告
では、『コミューンの犯罪』のなかの殺害されたクレマン・

トマ将軍などが描か
れた二つの図像を提
示して、同じ題材で
はあっても、その資
料が「どこに由来し、
何を媒介とし、どこ
に向けられている
か」に留意する必要
性、資料批判につい

て具体的に報告された。
　また、写真は、当時はそのまま文字として印刷するこ
とができず、版画にしてから印刷しており、印刷された
写真が決して純粋な記録ではないこと、さらに写真と
キャプションは相互に意味を規定し合う関係にあるこ
とを理解したうえで、非文字資料と文字資料との関係性
が問われる必要があることなどを指摘された。
　非文字資料研究セ
ンター長の内田青蔵
氏は、「非文字資料
としての地図の利用
―別荘地軽井沢開発
史研究を中心として
―」と題し、近代日
本における住宅研究
史の一事例として別
荘地で名高い軽井沢が、いつから、どのように開発され、
別荘が建設されていったのかについて、17枚の古地図
を参照して具体的に報告された。古地図という非文字資
料を活用することにより、地図の作成年代から道路開削
の進展、開発地域の拡大を読み取り、現存する住宅の建
設時期の推定が可能となり、建築様式の変遷を跡付ける
ことができるという。
　また、この軽井沢の別荘建築については、「あめりか屋」
という建築会社が深く関わっていたという。「あめりか
屋」は、内田氏の専門とする住宅史において、大正期の
中流層の住宅洋風化に大きな影響を与えた会社であり、
この点からも報告者の軽井沢に対する関心をうかがう
ことができる。
　報告によれば、『軽井沢別荘案内図』などの地図とそ
の作成年から読み取れることとして、軽井沢の開発は、
第一期（1886～ 1915年）、第二期前期（1916～ 1926
年）・後期（1926～ 1929年）、第三期（1930～ 1945年）
という結論を得ることが報告された。
　租界研究班の中心として多年にわたり研究されてき

内田青蔵氏

図１　 ウジェーヌ・アペール『コミューンの犯罪』（クレマン・トマ
将軍とジュール・ルコント将軍の殺害）(1871)

図２　 『イリュストラシオン』紙 1871 年 3月 25日号（クレマン・
トマ将軍とジュール・ルコント将軍の死）

熊谷謙介氏
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象から除外し、租界
を欧米諸国による侵
略史の反映とのみ断
じていることを批判
し、日本の租界研究
の必要性に言及され
た。
　報告によれば、日
本の租界は形成期

（1896～1911年）、その後（1912～1945年）に大別でき
るという。形成期、すなわち日清戦争後、日本は中国に
租界建設を試みたものの、日本自体の経済力の不足、あ
るいは中国側住民の反発などにより容易ではなかった。
その後、辛亥革命により、中華民国が成立すると、日本
はますます特権獲得につきすすみ、1915 年の対華
二十一ヶ条要求以降、日本企業が進出し、日本租界も人
口が増加したことなどを明らかにされた。しかし、この
ような日本の勢力拡大は、中国政府・住民あるいは欧米
諸国からも警戒され、1931年満州事変、32年上海事変、
37年以降の日中戦争により、日本租界の住民はそのつ
ど、戦火からの避難と侵略による租界への進出を繰り返
してきたことが報告された。

た大里浩秋氏は、「租界史研究における非文字資料利用
の意味」と題して報告された。大里氏は従来の租界研究
について、戦前の代表的な研究が、日本の中国侵略を対

図３　第一期

図 4　第二期前期

図 5　第二期後期

図 6　第三期

大里浩秋氏

写真２　旧大石洋行

写真１　旧民団小学校住宅
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ことはなかったが、その祭祀や建築様式は道教のものと
大差がなかったのが実情であったという。そのためか、
末寺としたものの、布教活動は台湾人に大きな影響を与
えることはできなかったことが明らかであるという。
　また、台湾人有力者の資金的協力のもとに1910年に
竣工した曹洞宗台北別院には、内地人を対象とする近代
和風様式の本堂と、台湾人を対象とする観音禅堂が並立
しており、日本と台湾とは同じ仏教文化圏とはいえ、異
質であったことが理解できるという。

　台湾大学人類学科
兼原住民（台湾にお
ける先住民の呼称）
研究センターの童元
昭氏は、「大学博物
館所蔵の脱植民地化
の可能性―台湾大学
人類学博物館を事例
に」と題して報告さ

れた。台湾大学博物館の収蔵品は、1928年に新設され
た台北帝国大学土俗人類学講座の時代から1960年代に
収集されたものであり、現在は、人類学博物館として日
常的に一般市民に開放されているという。
　また近年、台湾行政院国家科学委員会の計画に先住民
資料のデジタル化も含まれることになったという。その
具体例として、1934年に宮本延人の撮影した内文社の
祭祀を撮影した映像がデジタル化され、地方の公的機関
にも利用されるようになり、その地域の郷土史研究に貢
献していることなどが紹介された。
　さらに、脱植民地化の方向のもと、台湾大学では先住
民と共同して企画展を開催しているという。牡丹社は、
琉球人の殺害（1871年）、台湾出兵（1874年）の歴史
で知られているが、近年では、殺害された琉球人の子孫
と歴史的和解に尽力しているという。その牡丹社の属す
る排湾族との2013年の企画では、「牡丹（Sinvaujan）
が見えた」と題して、服飾や伝統的信仰について、先住
民の観点から展示されたことが報告された。また、
2015年、先住民族博物館の設立について法的に定めら
れたという。今後、先住民自身による収集と展示がどの
ように実現するのか、注目される。
　以上、全体としてその感想、印象を述べれば、「非文字」
をキーワードに、図像・地図・写真・映像、あるいは建
造物などを「素材」として、歴史を読み解くことの豊か
な可能性を示すことができた、貴重なシンポジウムで
あったといえよう。

童元昭氏

　なお、報告においては、現在も残る日本租界の建造物
の写真が紹介され、これまで実施されてきた中国各地の
租界における現地調査の成果の一端が紹介された。

　台湾大学音楽学研
究所の山内文登氏
は、「方法としての
音―そのアーカイブ
化をめぐる〈近代知〉
への断想」と題して
報告された。山内氏
によれば、録音物と
して残された音声を

研究資料として収集・整理して利用可能なアーカイブと
するに際して、複製技術、録音の産業化など近代と深く
関わっており、その〈近代知〉というべき思考の枠組み
などに留意すべきであると発言された。
　また、現在知られる20世紀以降に残された民族誌的
録音は、すべて日本人によるものであること、台湾につ
いては主に先住民の言語・音楽を吹きこんだものであり、
「非漢字圏」に定位された先住民への民族誌的関心は、
日本人の指導性を唱える東洋音楽学の構想と相関した
ものであることを指摘された。そこには、近代理性によっ
ては理解不能のものとして「東洋の声」という聖域を規
定し、〈近代知〉の超克を語る論理がみられるとする。
　また、日本帝国のレコード事業について、主要な会社
の活動を概観するとともに、植民地における民族資本会
社の活動が困難であったこと、台湾・朝鮮向けのレコー
ドは内地向けとは異なる番号体系を与えられていたこ
となどが報告された。

　台湾大学藝術史研
究所の黄蘭翔氏は、
「日本植民地支配下
における仏教建築様
式の２～３事例」と
題して総督府の宗教
政策において重要な
役割を果たした日本
仏教の台湾における

布教活動について報告した。黄氏によれば、統治初期、
内地から派遣された曹洞宗などの宗派は、台湾在来の仏
教寺院をみずからと同じ仏教、禅宗とみなし、本山の末
寺として組み込み、あるいは布教所とした。しかし、曹
洞宗大本山から派遣された従軍布教使が末寺として申
請した台湾の多くの寺院は、名称こそ仏教寺院と異なる

山内文登氏

黄蘭翔氏




